





















































(1) 医語類聚〔1872〕〈奥山虎章〉「Convolution（４） 痙攣」 






















































次に 1822 年以前の蘭和辞書、寛政 8 年（1796）の『江戸ハルマ』（波留麻和解）、





表 1 『江戸ハルマ』『訳鍵』に見る「kramp」「stuip」の語釈 
年代 書名 kramp Stuip 
1796 『江戸ハルマ』 神経の掣、引ツル 神経拘急、驚癇、搐搦 

























































表 2 『長崎ハルマ』『和蘭字彙』『増補改正訳鍵』に見る「kramp」「stuip」の語釈 
年代 書名 kramp stuip 
1833 『長崎ハルマ』 攣急  拘攣、子供になる 
1858 『和蘭字彙』 攣急  












Die Krämpfe  und oft sehr schmerzhaften  Zusammenziehungen 
der Glieder warden am besten durch Gegendruck und Binden 
ereichtert.  
『Enchiridion Medicum Oder Anleitung Zur Medizinischen Praxis』 
 
De krampen en dikwijls zeer pijnlijke zamentrekkingen der 
ledematen worden het best door tegendrukking en binden verligt. 















表 3 英和・和英辞書に見る「cramp」「spasm」「convulsion」の対照表 
年代 書名 Cramp spasm convulsion 
1814 『諳厄利亜語林大成』 拘攣   
1830 『英和和英語彙集』 コムラカエリ  ツリケ 










































痙攣、搐搦 痙攣、搐搦 痙攣、搐搦 
1909 『和英辞典 : 新訳』 痙攣  痙攣 
1912 『哲学字彙 : 英独仏
和』（16） 
















Dictionary on Medical Science and Literature』を調査したところ、
「convolution」は 
 

































































































































表 4 明治期の代表的な六つの国語辞書における「痙攣」の語釈 
年代 書名  
1889 和漢雅俗いろは辞典 （名）ひきつり、つりかがみ  




1897 日本新辞林 （名）疾病の名、筋肉の引き釣るもの 
1898 ことばの泉：日本大辞典 （名）病の名。筋のひきつるいたみ 
1907 辞林 （名）筋肉の引きつること 
 



























性痙攣 2.中枢神経感染症 3．脳血管障害 4．脳腫傷瘍 5.頭部外傷 6.内科疾患 7.薬物 
8.破傷風 9.アルコール離脱発作 10.子癇発作 11.熱射病、熱中症 12.非てんかん性心因性発
作などがある。 
（２） 本稿の漢字の表記はすべて典拠による。以下同じ。 




Robley Dunglison（1798－1869）の医語辞典『動氏医用字書』（A New Dictionary on 
Medical Science and Literature）を典拠にして、医学術語を解説する辞典である。 
（６） 『内科撰要』は、宇田川玄随が一人の力で訳した最初の内科医書である。寛政 8－9（1796
－1797）に出版された。原書はオランダ人我爾徳児（Johannes de Gorter）による『簡易治
療術書（Gezuiverde geneeskonst， of kort onderwys der meeste 
inwendigeziekten：ten nutte van chirurgyns，die ter zee of velde dienende， of 















Wilhelm Hufeland）の『医学必携』（Enchiridion Medicum Oder Anleitun  Zur 
Medizinischen Praxis、1837）によるオランダ語語釈『Enchiridion medicum： 

























































『医学英和辞典 第 2版』（2008）研究社 








『哲学字彙 : 英独仏和』（1912）丸善 
『独羅英和医学字彙』（1900）南江堂 
『附音挿図英和字彙』（1873）日就社 
『和英辞典 : 新訳』(1909)三省堂 
『Cassell’s English－Dutch， Dutch－English dictionary』（1960） F. P. H. Prick van Wely
国語辞書類 
『言海』（1891）大槻文彦 
『ことばの泉：日本大辞典』（1898）大倉書店 
『辞林』（1907）三省堂 
『日本国語大辞典』第二版（2003）小学館 
『日本大辞書』（1893）日本大辞書発行所 
『日本新辞林』（1897）三省堂 
『和漢雅俗いろは辞典』（1889）いろは辞典発行部 
 
  
